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〃４第２回大会の論議をふまえて

２研究の目的

昭和56年６月，中央教育審議会は「生涯教育について」答申をおこなっ
た。
この答申は，第４章「成人期の教育」の第２節「成人への学校教育の開

放」の中で，大学教育の開放をはじめ，短期大学教育，高等専門学校教育，
高等学校教育の活用など，広く学校教育の開放を強調している。
従来からも大学は，大学教育の開放手段として，夜間部制度・通信教育・

公開講座などの方法でその普及につとめてきて居り，さいきんでは入学者の
選抜に際し，社会人に対する特別配慮をおこなう先進的な大学も出現するよ
うになった。
これら各種の大学教育の開放手段のうち，もっとも一般的でよく利用され

ているのは公開講座制度であろう。
文部省の調査(昭和54年度）によれば，公開講座を開設している大学は201

大学，講座数は，1,181,受講者数は延べ113,162人といわれている。このよ
うな公開講座をはじめとする大学教育の開放は，生涯教育の必要性に対する
理解の普及，住民の学習要求の増大と多様化・高度化にともない，さらに拡
充されるものと思われる。
このような大学教育の開放の一般的状況の中で図書館，特に大学図書館が

地域社会における学習資料情報センターとしての機能を発揮するため，どの
ように開放され，どんな問題点に当面しているのかなど，その実態を明らか
にし，今後の在り方を提言することが本研究の目的である。

３大学図書館の地域開放と現状

わが国の大学図書館は伝統的に自己の大学に所属する教員・学生のための
研究および教育（学習）機関としての機能を使命としてきて居り，今後とも



�G�¶�‰�L�q
$	{���•��

�\�w�M�²�x�N�Ë�^�•�”�p�K�–�O�{�`�h�U�l�o�|�•�¬�‰�L�t���`�o�x�|�„�q�œ

�r�w�G�¶
$	{���U�Á��	ú�p�K�“�|�\�•�›�î�ª�b�”�G�¶�x�°
æ�w�«�Ž�›	†�V�…

�Á�w	Ý�6�p�K�l�h�{

�\�•�t�0�`�|�•�¬�þ�q�t�0�b�”�G�¶
$	{���w
y�Ú�›	O�¹�`�|�T�m�|�ò
k	�

�q�`�o�w�¢�½�t�0�b�”
$	{���±�”�Ï�µ�›�p
µ�w�Ú�¿�q�ß�Q�”�$��	~���p�x
ã

�X�T�’�G�¶
$	{���w�•�¬�‰�L�U�î�ª�^�•�o�V�h�{

�h�q�Q�y�|�ž�Ý�æ�§�ù	:���w	Ô�ù�|�G�¶
$	{���U�O�¶
\�~�­�»�Ž�Ž�w
��‘

�t�0�b�”���Ž�?	Z�î�ª	Ý�¯�t�m�M�o�|�•�•�y�M�U�"�T�T�P�D�J�B�U�J�P�O�P�G�$�P�M�M�F�H�F�B�O�E

�3�F�T�F�B�S�D�I�-�J�C�S�B�S�J�F�T�	�"�$�3�-�
�w���������å�Ð�*�t�‘�”�q�m�W�w�‘�O�s�A�L�t�s�l�o

�M�”�{

�������w�G�¶
$	{���w�O�j�|

� � � º � þ � a � › � Ý � Š � o � M � ” � � � � � � � ¢ � � � � � � � � � Ë � £

� � � Ž � ? 	 Z � › � î � ª � ` � o � M � ” � � � � � � � ¢ � � � � � � � � � Ë � £

�\�•�’�w�G�¶�w�b�‚�o�U�h�i�j�t�G�¶
$	{���w�•�¬�‰�L�›�î�ª�`�o�M�”�q

�x�…���`�É�M�U�|�f�•�t�`�o�‹�|�˜�U���w�G�¶
$	{���q�x
z�±�p�V�s�M����


:�w�G�¶
$	{���U�•�¬�‰�L�›�S�\�s�l�o�M�”�\�q�U�O�T�U�Q�”�{

�‡�h�|� �ª�æ�µ�p�x�y�X�T�’�é�ï�Å�ï�t�K�”�/�B�U�J�P�O�B�M�$�F�O�U�S�B�M�-�J�C�S�B�S�Z�	�/�$

�-�
�›�¤	ú�q�`�o�|
¶���›�����•�à�t
ü�Z�|
¶���w�¬�ž
$	{���U	t���¿�‰�s�r

�›
ì�“�b�;�`�ù�O�3�F�H�J�P�O�B�M�-�J�C�S�B�S�Z�4�Z�T�U�F�N�U��
R�^�•�o�‰�“�|�\�w�³�µ�Â

�Ü�t�G�¶
$	{���S�‘�|
•�ó
$	{���U� �—�`�o
•�ó�$�s�¿�‰�›�b�;�b�”�M�w�(

�S�›
$�l�o�M�”�\�q�x	*�Œ�w�Ä�î�p�K�”�{

�\�w�‘�O�t�|�$���w�G�¶
$	{���x
ã�X�T�’�•�¬�þ�q�q�w�A�|�m�V�›	O�¹�`

�o�M�”�U�|�˜�U���w�G�¶
$	{���x�G�¶
$	{��
ì�“�w�����~� �—�U
“�™�f�w	y

�t�m�M�h�‹�w�w�|�•�¬�þ�q�q�x�„�q�œ�r�´
ˆ�`�h	Ý�6�t�K�l�h�q�M�l�o�a�t

�p�x�s�M�{

�`�T�`�|	¤�è�����å�t
M���^�•�h�®
$	{���O�¯�U�f�w�H��	Ú�	���
�t�S�M�o�|�¬

�ž
$	{���q�G�¶
$	{���q�w�È�W�~� �—�q�¿�‰�w
ì�“�?	��›�F���`�o�M�”�w�›



�*�����H���s�G�q�w�æ�̂ �›�~�‡�Q�o

�x�a�Š�|�Ù�å�
�J�‰�T�•�h�G�¶�z�›
ª�c�b�”�G�¶�w�¤�t�x�G�¶
$	{���w�•�¬

�‰�L�t�~�̂ �V�”�G�¶�U	ƒ�‘�t	Z�q�b�”�‘�O�t�s�l�h�{

�\�w�‘�O�s�q	Ý�w�¤�t�K�l�o�|�q�O�|�G�¶
$	{���w�•�¬�‰�L�›�î�ª�`�o�M

�”�¤
$	{���w�î�6�U�r�w�‘�O�t�s�l�o�M�”�T�|�p�Ø�b�”�ð�J�:�x�s�t�T�|�s

�r�›�Ì�’�T�t�b�”�h�Š�|�•�¬�‰�L�›�Ì�’�T�t�î�ª�`�o�M�”�G�¶
$	{�������›

�0	Å�q�`�|	¤�è�����å�����D�í�ð�´�O�t�‘�”�î�6�Ð�*�›�S�\�s�l�h�{�0	Å�q�`�h

�G�¶
$	{���q�Ð�*�ò�è�w�º���x�m�W�w�q�S�“�p�K�”�{

�	�°�£�Ð�*�0	Å�q�`�h�G�¶
$	{��

�›�-�±�q�c�¬�q�c�²�q

� — � › � ™ � › � § � c � `�y �8 �G �¶ 
$ 	 { � � ��

� ` � ` � ` � ! � › � ä � c � `�- ��

�\�•�’�����w�•�¬�$
ü
Í	Ý�¯�x�|���f�•�M�����|�Õ	ô�ý�•�M�
���|�f

� ‚ � • �M�
 � � � | �Ù�@�•�M�
 � � � { �z � ‚ � “ � • �M�
 � � �p�K�” � {

� 	 � Ë � £ � Ð � * � ò � è

�	 � � � 
 
$	{ � � �Ê

�	���
�•�¬�‰�L�w�‰�•�å�¢
b�º�£

�	���
�•�¬�‰�L�w�0	Å

�	���
�b�;	��w
��•�¬�Ý

�	���
�b�;	��w�•�¬�$
M�v

�	���
�•�¬�‰�L�w�º�0

� 	 � � � 
 �–� ; �‰�Ú

�	���
	¤�è�����å�S�w�b�;	Ý�¯

�	���
�•�¬�‰�L�t���b�”�ð�J�:

�Ž�<�|�	���
�™�	���
�w�¤�Ð�*�ò�è�w	B�-�A�L�q�f�w
ü
s�~�ß�o�›�w�‚�”�{



大学開放と図書館〃７

（１）地域開放の開始年
大学図書館の地域開放の開始年がもっとも早いのは東京にあるＤ私立大学
の1912年（大正元年）であり，約70年の歴史を有している。
この時代，わが国の大学はごく限られた上流階級子弟の進学対象であった

だけに極めて注目すべきことであったといえよう。これは,この大学の創始
者がわが国の明治初年における著名な啓もう思想家であり，かつ，自由平等
論者であったため，その思想を継承して，このような早い時期に大学図書館
の地域開放にふみ切ったものと思われる。
このＤ私立大学以外は

① 1 9 7 1 年（昭和 4 6年）１館④ 1 9 7 9 年（昭和 5 4年）１館
② 1 9 7 6 年（昭和 5 1年）１館⑤ 1 9 8 1 年（昭和 5 6年）１館
③1978年（昭和53年 )２館
となって居り，いずれも大学図書館の地域開放の歴史が浅く，せいぜい最

近10年以内が多い。
これら６館のうち，1976年に実施したＧ私立短期大学（北海道）と1981年

実施のＢ国立大学(関東)は，それぞれ大学自身の開学が新しいだけに当然の
ことであるが，他の４大学はいずれも大学自身の歴史が古いだけに1969年
昭和44年）を頂点とする大学紛争以後の《開かれた大学”という考え方の影
響乃至理念により，大学図書館の地域開放にふみ切ったところがふくまれて
いるものと推定することができる。なお，この６館のうち，1978年に大学図
書館の地域開放を開始したＡ国立大学（東京）の場合，地域社会の行政機関
連絡組織の申入れを承け，大学ならびに大学図書館当局が大学の地域社会へ
の協力活動施策の一環としての観点から前向きの態度で受けとめ,実施にふ
み切ったものであり，大学図書館の地域開放上注目すべき一例といえよう。
いずれにせよ，大学図書館の地域開放は最近に至り，ようやく大学関係者
の意識の対象として取り上げられるようになり，その緒についたばかりとい
うことができる。
（２）地域開放の対象
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大学図書館本来の任務はそれぞれの大学に所属する教員・学生に対する図
書館サービスに在るから，館外貸出をおこなわなし、点は理解できるが，その
ことが逆にある意味では大学図書館の地域開放を利用者から見て魅力の乏し
いものとしていることは否定できないであろう。なお，館外貸出を実施して
いる２館は地域社会との連帯を重視し，地域図書館的機能を発揮しているＢ
国立大学およびＧ私立短期大学である。
（６）使用料金
大学図書館の地域開放に際し，使用料金を徴収している大学図書館はつぎ
のとおりである。
①徴収している１館，②徴収していない６館，③文献複写
の際実費を徴収する６館
文献複写以外の内容について使用料金を徴収しているのはＤ私立大学だけ
であるが，それも長年にわたり１回10円という低額に据置いている点から考
えて名目的な使用料金に過ぎず，実質的には徴収していないものとみてよい
であろう。
これに対し，文献複写を実施している大学図書館（６館）はすべて実費を

徴収して居り，その金額は１枚につき
① 一 律 4 5 円 １ 館 ⑤ B 5 1 0 円｜‘“② 同 4 0 円 ２ 館 A 4 1 5 円
③ 同 3 0 円 １ 館 B 4 2 0 円
④ 同 ２ ０ 円 １ 館
となっている。概して国立大学のほうが公・私立大学より高いのが目立って
いる。

（７）昭和55年度の利用状況
大学図書館の地域開放にふみ切った大学図書館が果たして地域住民にどれ

だけ利用されるかということは，関係者がもっとも関心をはらう点である。
この利用状況の設問に当たっては(5)でのべた地域開放の内容，すなわち，

館内閲覧，館外貸出，文献複写，参考調査，集会・行事の各項目毎に利用
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(参加）人数，利用冊（件）数などがわかるように設計し，さらに，利用状況
に関連深い要素として年間地域開放日数についても調査した。
その結果，各大学図書館の統計資料の不足もあり，全項目に対する完全な

回答が得られなかったが，回答のあった大学図書館の集計結果はつぎのとお
りである。

高 l l 最’人数および
-冊(件)数 低最

| 延 数 ’ １日平均延 数 ｜ ・ １ 日 平 均内容

館 内 閲 覧
人 数
冊 数

館 外 貸 出
人 数
冊 数

文 献 複 写
人 数
件 数

参 考 調 査
人 数
件 数
集 会 ・ 行 事
人 数
実 施 件 数

地域開放日数

0.007名
一

20名
1,990冊

名
冊
７

８

０

１

●

●

０

７

2名
一

名
冊
１

４

５

３

●

●

２

１

２

４

名
冊
０

３

５

９

４

４

名
冊
８

０

０

７

５

７

，

，

１

２
’一

一一
-

646件

■■■■■■■■■■■■Ｄ

2.33件
一一

’一
-

9.44件
■■■■■■

Ｉ■■■■■■

■■■■■■

2,616件

■■■■■■■■■■

一

■■■■■■I■

ー ■■■■■■

一

■■■■■■

-

Ｉ■■■■■■■

67日

■■■■■■■

281日

(注）各項目に対し，１館しか回答のなかった場合には「最高」欄に集計した。

以上の調査結果から言えることは館外貸出の利用を除き，概して低調であ
り，大学図書館の地域開放が必ずしも所期の効果をあげていないことであ
る。また，利用状況を測定するための統計資料が欠如していること自体に大
学図書館の地域開放の現実の一端が反映しているといえよう。
（８）地域開放に関する問題点
回答を寄せた各大学図書館が指摘している地域開放上の問題点はつぎのと
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おりである。
①立地条件がわるい（交通不便）
②館外貸出を実施していない
③ P Rが不足
④公共図書館があるため利用が少ない
⑤大学図書館のイメージがかたく，専

門書しかないという印象が強い
⑥座席利用だけの利用者が多い
⑦蔵書が専門書のみで一般人の希望に

こたえにくい

館
館
館
館

３

２

．

２

１

館
館

１

１

1館

以上が各大学図書館により指摘された問題点であるが，回答数が分散して
いるため断定的なことを言うことはできない。しかし，大学図書館の地域開
放の実効を阻害している要因は，大学図書館の立地条件（交通の便)，館外貸
出を実施していないこと，蔵書構成の３点にあることをうかがうことができ
る。

４ む す び

以上，わが国における大学図書館の地域開放の現状について実態調査結果
を通じ考察してきた。調査対象とした大学図書館が少ないこともあり，断定
的な結論はのべ難いが，大学図書館の地域開放を実施している大学がまだま
だごく一部の大学にとどまり，１～２の大学を除いては，大学図書館の地域
開放の目的を達成するための積極的な姿勢が欠けていること，大学図書館の
地域開放の理念と機能およびその在り方に対する根本的な再検討が必要であ
ろう。


